
令和６年７月に海難審判所で言い渡された裁決が、ホームページに掲載されました（令和６年９月）

海難防止へのインフォメーション （公財）海難審判・船舶事故調査協会

上記事件のうち、神戸地方海難審判所と広島地方海難審判所の裁決２件について、“概要版”を作成しました
公表された裁決書をもとに当協会の責任で編集しましたので、詳細は海難審判所ＨＰでご確認ください

① 貨物船Ａ(749ﾄﾝ) 乗揚事件
夜間、高知県柏島南方沖合において、豊後水道に向けて航行中のＡ船が、同島南方１海里沖合の浅礁に乗り揚げた

② 漁船Ａ(19ﾄﾝ)漁船B(4.9ﾄﾝ) 衝突事件
日出前の薄明時、愛媛県竹ヶ（たけが）島南方沖合において、航行中のＡ船が漁ろうに従事しているＢ船に衝突し、Ｂ
船が転覆した

海難審判裁決書

https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/R06nen/4kb/kbR0607/6kb003.pdf
https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/R06nen/5hs/hsR0607/6hs007.pdf
https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu.htm


（公財）海難審判・船舶事故調査協会神戸地方海難審判所（令和６年７月言渡）

① 貨物船Ａ(749ﾄﾝ) 乗揚事件
（夜間、柏島南方沖合において、豊後水道に向けて航行中のＡ船が、同島南方１海里沖合の浅礁に乗り揚げた）

海難防止への
インフォメーション

【海難概要】 夜間、柏島南方沖合において、Ａ船(749ﾄﾝ、7

人乗組、管理土2,300ｔ積載)は、船長が単独の船橋当直に就

き、豊後水道に向け航行中、同島南方1海里沖合の「複数の

水上岩で構成された鰘碆[むろばえ] 」周辺に拡延する浅礁

（以下「鰘碆浅礁」）に乗り揚げた

《原因等》 船長が、夜間、柏島南方沖合において、豊後水

道に向け航行する際、船位の確認が不十分で、鰘碆浅礁に

向首進行した

船長は、電子海図システムやレーダーにより同浅礁との

相対位置を把握するなど船位の確認を十分に行うべき

であった

＊本裁決は、Ｒ６.７.２５に言い渡されました。
詳細は海難審判所のＨＰでご確認下さい

《背景》 ・船長は柏島南方沖合をこれまでに複数回航行して
いる経験から、鰘碆浅礁の存在を承知していたので、平素、

同浅礁から約５００メートル離して航行することにしていた

・船長は、１９時５５分に針路を２７４度に定めた後、海図台で

書類整理等を始め、その後、予定変針地点に近づいたこと

を知らせる電子海図システムのブザーが鳴ったので、２０時

０３分半僅か前に自動操舵のまま３０２度に針路を転じた後

も、海図台で書類整理等をすることに気をとられていた

[受審人]                  《 懲戒 》 
船   長  ： 四級海技士（航海）  →  業務停止１か月

【発生日時】 令和５年１１月１１日２０時０７分半僅か過ぎ
【発生場所】 高知県柏島南方沖合
【 死 傷 者】 なし
【 損 傷 等】 バルバスバウに破口を伴う凹損等 

https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/R06nen/4kb/kbR0607/6kb003.pdf
https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/R06nen/4kb/kbR0607/6kb003hp.pdf


《背景》・船長Ａは、前路に航行の支障となる他船はいないと思った
・船長Ｂは、自船が漁ろうに従事している形象物を表示しているので、航行中

の相手船がいずれ自船を避けてくれると思った

（公財）海難審判・船舶事故調査協会広島地方海難審判所（令和６年７月言渡）

② 漁船Ａ(19ﾄﾝ) 漁船B（4.9ﾄﾝ）衝突事件
（日出前の薄明時、竹ヶ島南方沖合において、航行中のＡ船が漁ろうに従事しているＢ船に衝突し、Ｂ船が転覆した）

海難防止への
インフォメーション

[受審人]                    《 懲戒 》 
(A船) 船 長： 小型船舶操縦士   → 業務停止１か月
(B船)  船 長： 小型船舶操縦士    → 戒告

【海難概要】 日出前の薄明時、竹ヶ島南方沖合において、Ａ船(19ﾄﾝ、2人乗組)が航

行中、Ｂ船（4.9ﾄﾝ、2人乗組）がトロールにより漁ろうに従事していることを示す灯火及

び形象物を表示して2.0ノットの速力でえい網中、Ａ船の船首がＢ船の右舷船尾部に

衝突し、Ｂ船は転覆し、Ｂ船の甲板員１人が負傷した

（航法の適用）海上衝突予防法（予防法）第１８条（各種船舶間の航法）が適用される

・衝突地点付近の海域は特別法である海上交通安全法及び港則法の適用海域でない

ことから、一般法である予防法が適用される

・両船は互いに他の船舶の視野の内にあり、Ａ船は航行中の動力船で、Ｂ船は、トロー

ルにより漁ろうに従事する船舶であることを示す灯火及び形象物を表示し、漁ろうに

従事していたと認められるので、予防法第１８条（各種船舶間の航法）が適用される

《原因等》 日出前の薄明時、竹ヶ島南方沖合において、両船が、衝突のおそれがあ

る態勢で接近する状況となった際、

Ａ船：見張り不十分で、漁ろうに従事しているＢ船の進路を避けなかった（主因）

船長Ａは、見張りを十分に行うべきであった

Ｂ船：警告信号を行わず、衝突を避けるための協力動作をとらなかった（一因）

船長Ｂは、衝突を避けるための協力動作をとるべきであった

【発生日時】 令和５年１０月１８日０６時１１分少し過ぎ
【発生場所】 愛媛県竹ヶ島南方沖合
【 死 傷 者】 負傷１人（Ｂ船の甲板員）
【 損 傷 等】Ａ船：船首部外板に破口を伴う擦過傷、両舷推進器翼に曲損及び欠損

Ｂ船：船尾部外板に破口を伴う擦過傷等を生じて転覆

＊本裁決は、Ｒ６.７.１８に言い渡されまし
た。
詳細は海難審判所のＨＰでご確認下さい

https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/R06nen/5hs/hsR0607/6hs007.pdf
https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/R06nen/5hs/hsR0607/6hs007hp.pdf
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